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葛葛
城城
市市
消消
防防
団団

秋秋
のの
防防
火火
宣宣
伝伝
パパ
レレ
ーー
ドド
実実
施施

秋
季
火
災
予
防
運
動(

11
月
9
日
〜
15
日)

の
一

環
と
し
て
、
11
月
9

日
（
木
）、
市
消
防

団
・
消
防
署
の
合
同

に
よ
る
防
火
宣
伝
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

消
防
署
で
の
出
発

式
の
後
、
広
報
車
を

先
頭
に
2
班
に
別

れ
、
市
内
住
民
の
皆

さ
ん
に
火
災
予
防
を

訴
え
ま
し
た
。

文文
化化
とと
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
まま
つつ
りり

11
月
3
日
（
金
）、
當
麻
庁

舎
周
辺
お
よ
び
當
麻
文
化
会

館
で
、
秋
晴
れ
の
も
と
、
多

く
の
市
民
が
集
う
交
流
の
場

「
文
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
早
朝
か
ら
各
団

体
の
方
々
が
模
擬
店
の
準
備

に
奔
走
さ
れ
、
40
張
の
テ
ン

ト
に
2
0
0
種
類
以
上
の

品
々
が
並
び
、
お
ま
つ
り
の

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
白
鳳
中
学
校
の
生
徒
や
保
護
者
に

よ
る
南
中
ソ
ー
ラ
ン
の
迫
力
あ
る
踊
り
や
、
吹
奏
楽
部

に
よ
る
市
歌
な
ど
の
吹
奏
楽
演
奏
、
當
麻
太
鼓
白
鳳
座

に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
、
け
は
や
相
撲
甚
句
会
に
よ
る
相

撲
甚
句
が
披
露
さ
れ
、
会
場
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
熱

心
に
観
覧
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
各
種
模
擬
店
や
大
道
芸
人
の
シ
ョ
ー
に
加
え
、

農
村
広
場
で
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
衝
突
体
験
や
地
震
体
験
、

自
衛
隊
ミ
ニ
衣
装
体
験
、
し
ゃ
ぼ
ん
玉
体
験
な
ど
の
各

種
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
大

人
の
方
々
ま
で
大
人
気
で
し
た
。

10
月
18
日
（
水
）、
新
庄
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
高
田
防
犯
協

議
会
・
高
田
警
察
署
主
催
に
よ
る
「
S
O
S
こ
ど
も
大
声
大
会
」
が
、

市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
最
近
登
下

校
時
に
子
ど
も
を
狙
っ
た
「
声
か
け
事
案
」

が
発
生
し
て
お
り
、
と
っ
さ
の
時
に
助
け

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
、
大
き
な
声
を
出
し

て
競
い
合
う
こ
と
に
よ
り
、「
自
分
の
身

は
自
分
で
守
る
」
と
い
っ
た
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
に
開
か
れ
ま
し
た
。

一
人
ず
つ
音
声
測
定
用
の
マ
イ
ク
に
向

か
っ
て
「
助
け
て
ー
！
」
な
ど
、
万
が
一

の
場
合
に
備
え
児
童
た
ち
は
真
剣
に
取
り

組
み
、
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
自
動
車
の
ク

ラ
ク
シ
ョ
ン
（
約
1
1
0
デ
シ
ベ
ル
）
以

上
の
声
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

SS
OO
SS
ここ
どど
もも
大大
声声
大大
会会

パパ
パパ
イイ
ヤヤ
料料
理理

10
月
27
日
（
金
）、
新
庄
中
学
校
ホ
ー
ム
メ
イ
キ

ン
グ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
パ
パ
イ
ヤ
を
使
っ

た
料
理
に
挑
戦
さ
れ
ま
し
た
。

熱
帯
原
産
の
パ
パ
イ
ヤ
は
、
古
く
か
ら
沖
縄
な

ど
で
、
腎
臓
病
や
肝
臓
病
な
ど
に
効
能
を
持
つ
食

材
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
徒
達
は
、
悪
戦
苦
闘
を
続
け
な
が
ら
も
「
パ

パ
イ
ヤ
オ
ム
レ
ツ
」

「
ス
イ
ー
ト
パ
パ
イ
ヤ

パ
イ
」「
パ
パ
イ
ヤ
サ

ラ
ダ
」
の
3
品
を
つ

く
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、「
歯
応

え
が
あ
り
、
食
感
が
良

い
。
あ
っ
さ
り
と
し
て

美
味
し
い
。」
な
ど
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

レ
シ
ピ
は
市
の
Ｈ
Ｐ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

県
内
産
野
菜
の
振
興
を
目
指
し
「
大
和
野
菜
」
14
品
目
が
認
定
さ
れ

1
年
が
経
過
し
、
市
内
で
も
取
り
組
み
の
成
果
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

伝
統
野
菜
の
大
和
ま
な
は
、
奈
良
時
代
初
期
の
「
古
事
記
」
に
「
菘
」

と
記
載
が
あ
り
、
国
内
最
古
級
の
野
菜
の
ひ
と
つ
で
す
。
市
内
で
は
、

こ
の
大
和
ま
な
を
生
産
す
る
農
家
が
増
え
て
き
て
お
り
、
生
産
者
か
ら

は
、「
柔
ら
か
い
歯
応
え
で
甘
み
が
あ
り
ま
す
。」
と
の
こ
と
で
す
。

他
に
も
市
内
で
は
、
半
白
き
ゅ
う
り
、
大
和
い
も
、
大
和
ふ
と
ね

ぎ
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
消
費

者
か
ら
多
く
の
支
持
を
集
め

関
東
方
面
に
も
出
荷
さ
れ
て

い
ま
す
。

市
で
は
大
和
ふ
と
ね
ぎ
、

半
白
き
ゅ
う
り
を
使
っ
た
料

理
の
レ
シ
ピ
を
Ｈ
Ｐ
で
公
開

し
て
い
ま
す
。

大大
和和
野野
菜菜
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11
月
19
日
（
日
）、
市
民
体
育
館
に
お
い
て
葛
城
市
民

綱
引
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
男
子
の
部
（
5
チ

ー
ム
）、
女
子
の
部
（
2
チ
ー
ム
）、
男
女
混
合
の
部
（
6

チ
ー
ム
）、
小
学
生
の
部
（
11
チ
ー
ム
）
の
計
24
チ
ー
ム

の
参
加
に
よ
り
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

各
部
門
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】

優
　
勝
　
中
戸

準
優
勝
　
葛
城
市
役
所
A

第
3
位
　
葛
城
市
役
所
B

第
3
位
　
新
庄

【
女
子
の
部
】

優
　
勝
　
當
麻
け
は
や

レ
デ
ィ
ー
ス

準
優
勝
　
チ
ー
ム
中
将
姫

【
男
女
混
合
の
部
】

優
　
勝
　
忍
海

準
優
勝
　
新
庄
小
P
T
A

第
3
位
　
新
庄

第
3
位
　
チ
ー
ム
ナ
ン
ト

【
小
学
生
の
部
A
グ
ル
ー
プ
】

優
　
勝
　
新
庄
サ
ッ
カ
ー
部
A

準
優
勝
　
當
麻
レ
ッ
ド
ウ
ィ
ナ
ー
ズ

第
3
位
　
新
庄
小
野
球
部

第
3
位
　
磐
城
デ
ン
ジ
ャ
ー
ズ

【
小
学
生
の
部
B
グ
ル
ー
プ
】

優
　
勝
　
當
麻
プ
ル
パ
ワ
ー

熱熱
戦戦
！！！！

綱綱
引引
大大
会会

総総
務務
大大
臣臣
表表
彰彰

((

統統
計計
功功
績績
者者))

受受
賞賞

11
月
16
日
（
木
）、
奈
良
県
新
公
会
堂
能
楽
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
永
年
に
わ
た
り
各
種
統
計
調
査
の
円
滑
な
実

施
・
普
及
発
展
に
多
大
の
功
績
の
あ
っ
た
統
計
調
査
員
に

対
し
て
、
総
務
大
臣
表
彰
の

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受

賞
さ
れ
ま
し
た
の
は
、
次
の

方
々
で
す
（
敬
称
略
）。
仲
嶋

喜
治
郎
（
新
庄
）、
山
本
弘
一

（
當
麻
）、
安
川
博
文
（
葛
木
）、

岡
本
義
弘
（
西
室
）。

こ
こ
に
各
位
の
受
賞
を
心
よ

り
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
今
後
も
益
々
の
ご
活

躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

11
月
12
日
（
日
）、
歴
史
博
物
館
あ
か
ね
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
第
十
回
葛
城
歌
壇
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
応
募
総
数
1
、
1
8
0
首
の
中
か
ら
、

一
般
の
部
最
優
秀
賞
、
柿
本
人
麻
呂
賞
は
吉
井
久
子
さ

ん
（
北
花
内
）
が
受
賞
さ
れ
、

前
川
佐
美
雄
賞
は
宮
田
和
子

さ
ん
（
大
阪
市
）
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
学
生
の
部

優
秀
賞
で
は
、
10
名
の
方
々

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
選
者
に
よ
る
出

詠
作
品
の
講
評
が
あ
り
、
参

加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、

中
に
は
メ
モ
を
取
る
人
の
姿

も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

第第
十十
回回
葛葛
城城
歌歌
壇壇
発発
表表
会会

な
お
、
最
優
秀
賞
受
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

柿
本
人
麻
呂
賞

「
風
吹
け
ば
風
の
こ
と
ば
を
繋
ぎ
つ
つ

砂
丘
は
細
き
風
紋
流
す
」

前
川
佐
美
雄
賞

「
見
る
こ
と
の
叶
は
ぬ
異
国
の
み
な
と
ま
ち

病
院
の
廊
下
の
壁
を
飾
り
ぬ
」

葛葛
城城
市市
菊菊
花花
展展菊

の
季
節
の
訪
れ
と
と
も

に
、
今
年
も
恒
例
の
菊
花
展

が
開
催
さ
れ
、
丹
精
こ
め
て

作
ら
れ
た
多
数
の
大
作
・
大

輪
菊
が
、
新
庄
庁
舎
、
當
麻

庁
舎
の
展
示
会
場
に
美
し
く

飾
ら
れ
ま
し
た
。

展
示
会
場
一
帯
で
は
、
菊

の
香
り
と
鮮
や
か
な
花
の
色

が
周
辺
の
景
色
に
彩
り
を
添

え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
観
賞
菊
の
品
評
会

が
開
催
さ
れ
、
次
の
方
々
が

入
賞
さ
れ
、
そ
の
優
秀
花
の

展
示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
葛
城
市
観
賞
菊
愛

好
会
で
は
、
多
く
の
方
々
に

観
賞
菊
を
栽
培
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
。

（
敬
称
略
）

奈
良
県
知
事
賞

山
本
楢
征
（
疋
田
）

葛
城
市
長
賞

倉
本
絹
代
（
林
堂
）

奈
良
県
議
会
議
長
賞

増
田
順
弘
（
大
畑
）

葛
城
市
議
会
議
長
賞

河
合
正
吉
（
南
道
穂
）

奈
良
県
教
育
長
賞

山
本
武
文
（
疋
田
）

葛
城
市
教
育
長
賞

山
本
公
次
（
疋
田
）

奈
良
県
中
部
農
林
振
興
事
務
所
長
賞

梅
田
一
良
（
脇
田
）

国
華
園
賞

山
本
楢
征
（
疋
田
）
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平成19年度分から個人住民税が変わります
所得税から個人住民税への税源移譲により税額が変わります。

地方自治体が自主的に財源の確保を行い、住民にとって真に必要な行政サービスを自ら
の責任でより効率的に行えるよう、国税である所得税の一部（3兆円規模）を地方税である
個人住民税へ移すことになりました。これによって、平成19年から所得税と個人住民税の税額が変わります。
Ｑ　どう変わるの？
Ａ 個人住民税には、一定額を負担する均等割と、所得に応じて負担する所得割があります。この所得割の
税率が、現在の3段階（5％、10％、13％）から一律10％に変わります。

平成18年度分までの所得割税率 平成19年度分からの所得割税率 

5％ 
10％ 10％ 13％ 

0 0200万円 700万円 （課税所得） （課税所得） 

計算例 ◎課税所得が300万円の場合･･･
200万円×5％＋（300万円ー200万円）×10％ 300万円×10％＝30万円
＝20万円 ← 個人住民税所得割は増えますが、所得税がその分減税に ↑

Ｑ　税負担は増える？
Ａ 個人住民税が増えても所得税は減るので、個人住民税と所得税を合わせた税負担は変わりません

住民税所得割の税率を一律10％にすることに伴い、所得税の税率も現在の4段階から6段階に変わります。
この結果、たとえば課税所得200万円以下の部分は、個人住民税所得割の税率が5％から10％に引き上げ
られますが、その分所得税の税率が10％から5％に引き下げられるので、所得税と個人住民税を合わせた
全体の税負担は変わりません。

税 源 移 譲 前  税 源 移 譲 後  

5％ 
10％ 

20％ 
30％ 

37％ 

3％ 
3％ 2％ 

10％ 
13％ 

（単位：万円） （単位：万円） 330 900 2001800以下 700以下 1800超 700超 

所　得　税 個人住民税 

個人住民税の内訳 
市町村民税 

県民税 

10％ 
20％ 23％ 

33％ 
40％ 

10％ 
6％ 
4％ 5％ 

（単位：万円） 195 900695330 1800以下 1800超 

所　得　税 個人住民税 

個人住民税の内訳 
市町村民税 

県民税 

＊個人住民税と所得税では基礎控除や扶養控除などの人的控除額に差があるので、両税を合わせた税負担に変
動が生じないよう、この差額が調整されています。

給与収入

300万円
500万円
700万円

税源移譲前（単位：円）
所得税
124,000
258,000
474,000

住民税
64,500
163,000
307,000

合　計
188,500
421,000
781,000

税源移譲後（単位：円）
所得税 住民税 合　計

188,500
421,000
781,000

126,500
260,500
404,500

62,000
160,500
376,500

負 担
増減額

0円
0円
0円

=

給与収入

300万円
500万円
700万円

税源移譲前（単位：円）
所得税

0
119,000
263,000

住民税
9,000
76,000
196,000

合　計
9,000

195,000
459,000

税源移譲後（単位：円）
所得税 住民税 合　計

9,000
195,000
459,000

9,000
135,500
293,500

0
59,500
165,500

負 担
増減額

0円
0円
=

＊夫婦＋子ども2人の場合、子どものうち1人が特定扶養親族に該当するものとしています。
＊一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
＊税源移譲前の所得税および住民税は、定率減税額を差し引く前の金額となっています。
＊住民税には、均等割は含まれていません。

●独身者の場合

●夫婦＋子ども2人の場合

0円



55 広報「 」平成18年12月号

◎詳しくは、税務課まで

★所得税と個人住民税の納付方法によって、税源移譲の影響が出る時期にずれがあります
サラリーマンのように毎月の給料から税金を天引きされている人は、所得税の減少は平成19年1月の給料か

ら、個人住民税の増加は平成19年6月の給料から実施されるので、税負担の減少が先行します。
一方、事業をしている人の個人住民税の増加は平成19年6月から、所得税の減少は平成20年3月の確定申告

から実施されるので、税負担の増加が先行します。

★19年度にはこのほかに税負担の増加があります
19年度の個人住民税では、定率減税の廃止や老年者非課税措置の廃止に伴う経過措置などによる税負担の増

加があります。
◎個人住民税（地方税）

◎老年者非課税措置の廃止に伴う経過措置
平成18年度から、老年者非課税措置が廃止さ

れました。昭和15年1月2日以前生まれで、前年
の合計所得金額が125万円以下の人は、右の表の
ように段階的に税額が増えていく経過措置があり
ます。平成20年度からは税額の全額が課税され
ます。

農業所得者のための収支計算説明会のご案内
平成18年分から水稲所得標準が廃止されました。

このため、平成18年分からすべて収支計算によって申告していただくことになります。

収支計算とは
収入金額ー必要経費＝所得金額

出荷伝票や仕切書などの収入金額のわかる書類と、請求書や
領収書などの支払金額のわかる書類の保存や記帳が必要です。

税務署では、農業所得のある方を対象に、収支計算に必要な書類の保存、終始内訳書の書き方
などに関する説明会を、下記のとおり開催します。
この機会を是非ご利用ください。

日　　　　時

12月 8日（金）午後2時～4時
12月11日（月）午後2時～4時
12月13日（水）午後2時～4時
12月14日（木）午後2時～4時

場　　　　　　所

五條市立中央公民館3階大会議室（五條市本町3丁目1番13号）

奈良県広域地場産業振興センター5階大会議室（大和高田市幸町2番33号）
かしはら万葉ホール4階研究室2（橿原市小房町11番5号）
御所市中央公民館3階（御所市三室117番地）

※どの説明会会場にお越しいただいても結構です。 ◎詳しくは、葛城税務署　1（22）2721 まで

平成17年度分 平成18年度分 平成19年度分

所得割額の15％を控除
（4万円を上限）

所得割額の7.5％を控除
（2万円を上限） 廃　止

平成19年度平成18年度年　度

均等割
市

県

所得割

1,000円

400円

1/3を課税

2,000円

900円

2/3を課税

葛城市では、今年度から国民健康保険の加入者の方々に、健やかな日々をお過ごし頂くためのお手伝い
として、『訪問保健指導事業』を実施することになりました。
この事業は、国民健康保険の加入者の中から無作為で選ばせて頂いたご家庭の方に、市より委託してお

ります（株)全国訪問健康指導協会の健康相談員（保健師または看護師）が直接ご家庭を訪問し、それぞれ
の方にあった健康管理などについてご相談をお受けし、専門的な立場から助言、指導を行ってもらいます。
なお、この事業の対象者につきましては、11月下旬から来年3月末の間に、市からの案内通知と健康相

談員から直接電話による連絡をさせて頂いておりますので、みなさまのご協力をお願いします。

国民健康保険からのお知らせ

訪問保健指導事業の実施について

◎詳しくは、市民課まで
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毎月11日は
人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部

葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

（人権政策課）

葛城市人権教育推進協議会　第2回研究大会
平成17年4月から活動を開始した葛城市人推協は、昨年の人権週間に第1回の研究大会を開催しました。

本年も引き続き葛城市人推協第2回研究大会を次の要領で開催します。皆さまお誘いの上ご参加ください。
●日　　時 12月10日（日）

受付　午後1時～午後1時30分　　開始　午後1時30分
●場　　所 葛城市歴史博物館（あかねホール）
●講　　師 桂　福団治（落語家）
●講　　演 テーマ　「手話にたずさわって変わった私の人生観」

12月4日から10日までは「第58回人権週間」です
「世界人権宣言」は、基本的人権及び自由を遵守し確保するため、世界のすべての人々とすべての国々とが

達成すべき共通の目標として、昭和23年（1948年）12月10日の第3回国際連合（以下「国連」という）総会
において採択されました。
国連は、世界人権宣言採択を記念して、採択日の12月10日を「人権デー（Human Rights Day）」と定め、

加盟国に対し、人権擁護活動を推進するための各種行事を実施するよう要請しています。
法務省及び全国人権擁護委員連合会では、従来から、関係機関等の協力を得て、「人権デー」を最終日とする

1週間（12月4日から10日まで）を「人権週間」と定め、世界人権宣言の意義を訴えるとともに人権尊重思想
の普及高揚に努めてきたところですが、本年も、12月4日から10日までを「第58回人権週間」と定め、広く国
民に人権デーの意義を訴えるとともに人権意識の高揚を図ることとしています。

平成18年度啓発活動重点目標

「育てよう　一人一人の　人権意識
ー思いやりの心・かけがえのない命を大切にー」

●女性の人権を守ろう　●子どもの人権を守ろう　●高齢者を大切にする心を育てよう　●障害のある人の完
全参加と平等を実現しよう　●部落差別をなくそう　●アイヌの人々に対する理解を深めよう　●外国人の人
権を尊重しよう　●ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対する偏見をなくそう　●刑を終えて出所した人に対
する偏見をなくそう　●犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう　●インターネットを悪用した人権侵害は
止めよう　●性的指向を理由とする差別をなくそう　●ホームレスに対する偏見をなくそう　●性同一性障害
を理由とする差別をなくそう　●北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう

（講師のプロフィール）
1940年三重県生まれ。1960年3代目桂春団治に入門。
1965年桂小春となり、1974年4代目桂福団治襲名
1975年映画「鬼の詩」直木賞作に主演。三洋文化新人賞受賞、
上方お笑い大賞功労賞受賞。1978年手話落語考案
1981年には手話落語教室を開設。関西演芸協会会長。
上方落語協会理事。NHK文化センター・読売文化センター講師
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葛城市教育ニュース葛城市教育ニュース

芋
パ
ー
テ
ィ

ー
に
招
き
、

芋
巾
着

き
ん
ち
ゃ
く

や
蒸

し
パ
ン
を
一

緒
に
食
べ
ま

し
た
。
自
然

に
「
あ
り
が

と
う
」
の
言

葉
が
交
わ
さ

れ
、
感
謝
す

る
気
持
ち
と

感
謝
さ
れ
て

嬉
し
い
気
持

ち
が
養
わ
れ

ま
す
。
職
場

体
験
に
訪
れ

た
中
学
生
と

の
出
会
い
か

ら
も
、
子
ど

も
た
ち
は

数
々
の
優
し

さ
を
も
ら
い

ま
し
た
。

▼
地
域
の
ご
支
援

新
町

し
ん
ま
ち

の
ご
招
待

に
よ
る
、
年
二
回

の
芋
掘
り
体
験
。

い
つ
も
大
切
に
育

て
、
園
児
が
掘
り

や
す
い
よ
う
準
備

を
し
て
待
っ
て
く

だ
さ
い
ま
す
。

ま
た
地
域
の
牧

場
で
は
、
牛
の
見

学
や
餌
や

り
、
乳
搾し
ぼ

り
を
さ
せ

て
い
た
だ

き
ま
す
。

お
っ
か
な

び
っ
く
り

の
園
児

も
、
最
後

は
「
牛
の

お
っ
ぱ

い
、
あ
っ

た
か
か
っ

た
よ
」「
ぼ
く
ら
の
給
食
の
牛
乳
や
」
と
、

楽
し
か
っ
た
体
験
を
口
々
に
聞
か
せ
て
く

れ
ま
す
。

園
児
を
温
か
く
受
け
入
れ
、
支
え
て
く

だ
さ
る
地
域
の
皆
様
に
は
、
感
謝
の
念
で

一
杯
で
す
。

▼
未
就
園
児
と
の
ふ
れ
あ
い

（
に
こ
に
こ
広
場
）

月
一
回
、
未
就
園
児
を
招
い
て
、「
に
こ

に
こ
広

場
」
を
開

催
し
て
い

ま
す
。
在

園
児
と
共

に
、
砂
遊

び
、
ま
ま

ご
と
、
お

も
ち
ゃ
作

り
を
し
て

遊
び
ま

す
。
ふ
だ

ん
世
話
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
年
少
児
も
、

こ
の
日
ば
か
り
は
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
。

張
り
切
っ
て
、
未
就
園
児
の
お
世
話
を
し

て
く
れ
ま
す
。

▼
ふ
れ
あ
い
製
作
展

お
家
の
方
と
一
緒
に
、
さ
つ
ま
芋
の

つ
る

●

●

で
作
っ
た
リ
ー
ス
に
、
松
ぼ
っ
く
り

や
ど
ん
ぐ
り
等
の
木
の
実
、
ベ
ル
や
ブ
ー

ツ
型
の
手
作
り
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
を
飾
り
付

け
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
相
談
し
な
が

ら
の
作
業
で
す
。
ふ
と
気
が
つ
く
と
、
一

生
懸
命
な

の
は
付
き

添
い
の
お

家
の
方
々
。

「
一
緒
に
作

る
の
が
と

て
も
楽
し

か
っ
た
で

す
」
「
仕

事
が
休
み

の
父
親
も

参
加
で
き

て
、
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
」
と
、
親
子
の
ま

た
と
な
い
ふ
れ
あ
い
が
し
っ
か
り
で
き
た

よ
う
で
す
。

※

人
を
育
て
る
の
は
人
で
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
園
児
を
豊
か
に
育
む
人
と
人
と
の
出

会
い
を
大
切
に
、
生
き
生
き
と
楽
し
く
過

ご
せ
る
幼
稚
園
づ
く
り
に
励
み
ま
す
。
ご

支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
園
は
、
昭
和
48
（
一
九
七
三
）

年
の
開
園
。
現
在
は
二
年
保
育
で
、

４
・
５
歳
児
と
も
各
一
学
級
、
計

36
名
が
通
園
し
て
い
ま
す
。

「
心
身
と
も
に
健
や
か
で
、
精

一
杯
活
動
で
き
る
子
ど
も
を
育
て

る
」
を
目
標
に
、
と
り
わ
け
人
と

人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
、
多

く
の
方
々
と
の
交
流
、
心
の
ふ
れ

あ
い
を
通
し
て
、
思
い
や
り
や
感

謝
の
心
を
養
い
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

▼
小
・
中
学
生
と
の
交
流

附
属
幼
稚
園
の
た
め
、
小
学
生
と
の
交

流
が
容
易
で
す
。
五
年
生
に
手
伝
っ
て
も

ら
っ
た
さ
つ
ま
芋
掘
り
で
は
、
お
礼
に
お
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26 27 28 29 30 31 2 3 4 525

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金  

戸籍の届出 

　その他の業務 

新庄文化会館 

當麻文化会館 

歴史博物館 

コミュニティセンター 

當麻スポーツセンター 

新庄図書館 

當麻図書館 

中央公民館 

新庄健康福祉センター 

當麻保健センター 

いきいきセンター 

福祉総合ステーション 

ふるさと公園 

葛城山麓公園 

相撲館 

火葬場 

ウェルネス新庄 

公共バス「葛城号」 

 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○  

○ × × △ × × × × × × △ ○  

○ × × △ × × × × × × △ ○  

○ × × △ × × × × × × △ ○  

○ × × △ × × × × × × △ ○  

○ × × △ × × × × × × △ ○  

○ × × ○ × × × × × × △ ○  

○ ○ △ × × × × × × × × ○  

○ × × △ × × × × × × △ ○  

○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○  

○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○  

○ ○ ○ △ × × × × × × △ ○  

× ○ × × × × × × × × × ○  

○ × × △ × × × × × × △ ○  

× × ○ ○ × × × × × × ○ ○  

○ × × △ × × × × × × △ ○  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○  

○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ ×  

○ ○ ○ × × × × × × × × ○  

○：通常業務日　×：休業・休館日　△：職員は出勤していますが、通常業務は行いません 

年末年始の業務内容 
　クリーンセンターなどの一部の部署を除き、市役所は12月28日まで通常業務を行い、12月29日から翌年 
1月3日までが休業となります。※戸籍に関する届出（出生届、死亡届など）は、宿日直が取り扱いをします。 
ただし出生届は、生まれた日を含めて14日以内となっていますが、14日目が12月29日から1月3日までの間 
に到来する場合は、1月4日に届出することができます。 

高
田
川 

至葛城市 

至広陵町 

至香芝市 

葛城地区休日診療所 大和高田市西町１番４５号（大和高田市保健センター１階） （122-7003） 

　葛城地区休日診療所では、大和高田市・香芝市・葛城市・広陵町の住民 
の方々を対象に休日における急病対策として診療を行っています。 
　診療所では、圏内の医師会・歯科医師会のお医者さんに輪番で診ていた 
だけるようになっています。 
 
●診療科目　内科・小児科・歯科  
●診療日　　日曜日と祝日（日曜日と重なる代替休日も含む） 
　　　　　　年末年始（12月29日～1月3日）  
●受付時間　午前8時30分～11時30分　 
　　　　　　午後1時～3時30分 
　　　　　　午後5時30分～8時30分　　 
　　　　　　※歯科診療受付は午後3時30分までです。 
●持参品 
　保険証及び老人福祉・福祉医療の受給者証などを必ず持参ください。 
　持参されないときは自費となります。  
●ご利用される方へ 
・当診療所は休日に起こった急病人の応急診療のみを行ないますので、重症患者の治療は設備上できません。 
・受付終了前は混雑する場合がありますので、受診される方はできるだけ早い時間に来るようにしてください。 



9 広報「 」平成18年12月号

17 18 19
燃える 
ご　み 

20
ペット 
ボトル 

21
不燃 
ごみ 

22
燃える 
ご　み 

23

24 25
新聞・雑誌 
  紙パック 

26
燃える 
ご　み 

27
かん・ 
　びん 

28 29
燃える 
ご　み 

30
燃える 
ご　み 

31
  1   2   3   4   5

燃える 
ご　み 

  6

  7   8   9
燃える 
ご　み 

10 11
  白色トレー・ 
段ボール・古布 

12
燃える 
ご　み 

13

日 月 火 水 木 金 土 

↑12月 

  1月 

南今市・太田・長尾・ 
木戸・尺土・八川・大畑  地区 

17 18 
  ★ 

19 20 21 
  ★ 

22 23 
  ★ 

日 月 火 水 木 金 土 

月曜日コース 
　疋田・南藤井・寺口・中戸・弁之庄・林堂・ 
　山田・平岡・山口・梅室・笛吹・脇田  地区 

17 18 19
燃える 
ご　み 

20 21

不燃 
ごみ 

22
燃える 
ご　み 

23

24 25
新聞・雑誌 
  紙パック 

26
燃える 
ご　み 

27

かん・ 
　びん 

かん・ 
　びん 

28 29
燃える 
ご　み 

30
燃える 
ご　み 

31
  1   2   3   4   5

燃える 
ご　み 

  6

  7   8   9
燃える 
ご　み 

10 11

  白色トレー・ 
段ボール・古布 

12
燃える 
ご　み 

13

日 月 火 水 木 金 土 

↑12月 

  1月 

兵家・竹内・當麻・勝根・ 
今在家・染野・新在家・加守  地区 

當麻クリ－ンセンター収集地域 

新庄クリ－ンセンター収集地域 

17 18 19 
  ★ 

20 21 22 
  ★ 

23

日 月 火 水 木 金 土 

火曜日コース 
　西室・東室・柿本・笛堂・北花内・忍海・ 
　薑・新村・新町・南花内・西辻・南新町  地区 

17 18 19 20 
  ★ 

21 22 
  ★ 

23

24 25 26 
  ★ 

27 28 29 
  ★ 

30 24 
  ★ 

25 26 27 
  ★ 

28 29 30 
  ★ 

24 25 
  ★ 

26 27 28 
  ★ 

29 30 
  ★ 

日 月 火 水 木 金 土 

  7 
  ★ 

  8   9 10 
  ★ 

11 12 13
  1月 

  7   8 
  ★ 

  9 10 11 
  ★ 

12 13
  1月 

  7   8   9 
  ★ 

10 11 12 
  ★ 

13
  1月 

水曜日コース 
　新庄・葛木・大屋・北道穂・南道穂  地区 

31
  1   2   3   4 

  ★ 
  5   6

↑12月 31
  1   2   3   4   5 

  ★ 
  6

↑12月 31
  1   2   3   4   5   6 

  ★ 

↑12月 

燃えるごみ 

不燃ごみ 
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資源ごみ 

 第1火曜日（2日）の収集地区は、9日（火）に変更となります。 
 【対象地区】林堂・脇田・忍海・薑・新町・南花内・西辻・南新町 
　第2火曜日（9日）の収集地区は、16日（火）に変更となります。 
 【対象地区】疋田・南藤井・寺口・山田・平岡・山口・梅室・笛吹 
 第3火曜日（16日）の収集地区は、23日（火）に変更となります。 
 【対象地区】西室・東室・新庄・葛木・大屋・北道穂・南道穂・ 
　　　　　　　中戸・弁之庄 
 第4火曜日（23日）の収集地区は、30日（火）に変更となります。 
 【対象地区】柿本・笛堂・北花内・新村 

 第1水曜日（3日）の収集地区は、10日（水）に変更となります。 
 【対象地区】疋田・南藤井・寺口・山田・平岡・山口・梅室・笛吹 
 第2水曜日（10日）の収集地区は、17日（水）に変更となります。 
 【対象地区】西室・東室・新庄・葛木・大屋・北道穂・南道穂・ 
　　　　　　　中戸・弁之庄 
 第3水曜日（17日）の収集地区は、24日（水）に変更となります。 
 【対象地区】柿本・笛堂・北花内・新村 
 第4水曜日（24日）の収集地区は、31日（水）に変更となります。 
 【対象地区】林堂・脇田・忍海・薑・新町・南花内・西辻・南新町 

１2月の収集日に変更はありません。 

１月の収集日は下記のとおりです。 
１2月の収集日に変更はありません。 
１月の収集日は下記のとおりです。 

新庄クリ－ンセンター（169-3773） 

當麻クリ－ンセンター（148-2058） 

★：収集日 
30日：一般ごみの持ち込みは午後1時～３時まで 

12月30日から1月4日までは休みです。 
12月29日と1月5日は、午前中で業務が終了します。（臨時汲取は12月28日まで） 
休み期間中は、臨時の汲み取りもありませんので、事前に便槽を確認のうえ、汲み取りの必要があれば早めに、 
當麻クリーンセンター（148-2058）まで連絡し、臨時の汲み取りを済ませてください。 
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《《 年末特別警戒年末特別警戒 》》
年末年始の忙しい時こそ「火の用心」を！！

▽▼１１１１１１１１９９９９ココココーーーーナナナナーーーー▲△
1 0月中 火災… 0件　救急… 96件　救助… 0件
本年の累計　火災… 7件　救急… 1,023件　救助… 16件

年末は慌ただしく、防火に対する注意が怠りがちになります。
火災の大半は「ちょっとした不注意」が主な原因です。また、放火による火災も多くなる時

季ですので、周囲の環境にも十分注意しましょう。消防署では、火災の予防及び火災の早期発
見に努めるため、年末特別警戒を実施します。皆さんも、忙しい時こそ「火の用心」を心がけてください。
〔住宅の火災対策〕
◎すばやく消火するために、消火器を設置しましょう。
◎火災を早く知るために、住宅用火災警報器を設置しましょう。
◎カーテン・じゅうたん・寝具類は、防炎製品（燃え広がらない）を使用しましょう。
※　大掃除のとき、電気プラグの清掃、電気コードの点検をしましょう。

〔放火による火災を防ぐ〕
◎家の周りに燃えやすいものを置かないようにしましょう。
◎ゴミは収集日の朝、出すようにしましょう。
◎家の周りを明るくしておきましょう。
◎家を留守にするときは、隣近所に声をかけておきましょう。

年末年始特別警戒実施中年末年始特別警戒実施中

高田警察署 1（22）0110

年末年始は、各種犯罪が多発する傾向にあります。年末年始を安全で安心して過ごす
ために次のことに注意しましょう。
1 住宅を対象とした侵入窃盗の被害防止方策は、

★ドロボーは「人の目」「音」「光」が苦手です★
・お留守にされる時やお休みの際は、雨戸を閉めて確実に施錠する。
・裏出入り口や窓付近にセンサーライト、防犯カメラなどを取り付ける。
・窓などには侵入防止用ブザー（簡易警報装置）などを取り付ける。

ことによって被害を防止できる簡単な防犯対策です。
具体的には、
●玄関や勝手口などの出入り口については、
・二つ以上の錠をつけるなど、ワンドア・ツーロックにしましょう。
・ドアの鍵穴に特殊な工具を差し込んで鍵を開けるピッキングに対しては防犯性能の高い施錠を取り
付けましょう。
・玄関ドアの外側から小穴を開けるなどして内側のドアロック用つまみ（サムターン）を回して侵入　
する犯罪を防止のためにサムターンカバーを取り付けましょう。

●窓については、
・施錠忘れが多いので確実に施錠しましょう。 ・雨戸を閉めて確実に施錠しましょう。
・ガラス戸（窓）の施錠付近のガラスを割り、クレセント錠を開けて侵入するのでクレセント錠以外
に補助錠を付けましょう。

2 ひったくりの被害防止方策は、
・金融機関で現金を引き出して帰る道中は、特に人やバイクの接近には注意しましょう。
・現金は、出来るだけ肌身につけましょう。・裏通りや暗い道は避け、人通りの多い道をえらびましょう。
・手提げカバンなどは、車の通る反対側に持つか、タスキ掛けにしましょう。
・自転車の前カゴには「ひったくり被害防止用カバー 」などを取り付けましょう。

3 自転車盗・オートバイ盗の被害防止方策は、
・短時間でも施錠は確実にしましょう。 ・鍵は二重ロックにしましょう。
・防犯登録をしましょう。 ・監視の行き届いた駐輪場を選びましょう。

被害に遭ったり、不審者を見かけた時は、直ぐに110番してください。

（消防署）

防火・防犯パトロール実施防火・防犯パトロール実施
消防団では11月1日より、団員所有の自動車に防火・防犯パトロール中のステッカ

ー（マジックシート35ｃｍ×13ｃｍ）を貼り、日夜葛城市民の安全と安心のため、
防火・防犯に努めています。
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☆ 健康相談
●日時：12月7日（木）・15日（金）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：新庄健康福祉センター
●内容：血圧測定・尿検査など
※ 健康手帳をお持ちの方はご持参ください。

☆ 乳幼児健康相談
●日時：12月5日（火）・ 6日（水）

1月9日（火）・10日（水）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：當麻保健センター

◆日時：12月13日（水）・14日（木）
◆受付：午前10時～午前11時
◆場所：新庄健康福祉センター

●内容：身体測定、保健師・栄養士による個別相談
※ 母子健康手帳をご持参ください。

麻麻麻麻ししししんんんん・・・・風風風風ししししんんんん混混混混合合合合（（（（MMMMRRRR））））予予予予防防防防接接接接種種種種をををを受受受受けけけけままままししししょょょょうううう！！！！
今年6月より、麻しん・風しん（MR）予防接種の接種方法が変更されました。該当するお子さんは、なるべ

く早く受けましょう。

対象者
1期：生後12～24月未満の幼児（1歳児）
2期：平成12年4月2日～平成13年4月1日生まれ（幼稚園等の年長児）

※2期の接種期間は平成19年3月31日までとなっております！
○対象となる方には既に予診票を送付しています。
○既に麻しん又は風しんにかかった方は、麻しん・風しん混合（MR）予防接種の対象外となりますの
で、新庄健康福祉センター　1（69）9900までご連絡ください。

ご不明な点があれば、新庄健康福祉センターまでご連絡ください。

葛城市の健康なまちづくり計画の名称が決定しました！
葛城市の健康なまちづくり計画は以前まで「健康葛城21」という仮称を用いてきましたが、この度

という名称に決定しました！
この名称には合併して新しく誕生した“新生（星）”葛城市が21世紀で“きらり”と輝けるように、そ

して住民の皆さま一人ひとりが“きらり”・イキイキと輝けるまちになるようにという思いが込められて
います。この計画が住民の皆さまにとって身近な計画となるように、プランニングパートナーの皆さまと
共同して作成・推進していきます。

「 」進捗状況！
～第4回プランニングパートナー会議について～

去る11月8日に第4回プランニングパートナー会議を開催しました。
第3回の会議に引き続き、葛城市の現状を学習し、葛城市が抱える問題

点は何かを話し合いました。
次回の会議からは、健康なまちづくり計画「 きらり葛城21 ～イキイ

キ輝くまちプラン～ 」を具体的にどんな計画にしていくかを「食生活」、
「運動習慣」等の領域ごとに分かれて考えていく予定になっています。
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 3 3

12月1日～1月10日 

12月1日～1月10日の催しはありません。 

新庄文化会館（マルベリーホール） 

當麻文化会館 

 

13：15～16：00 

16：00～ 

15：00～ 

14：00～ 

  9：00～12：00

48-2811【教育指導課】 

69-4600【新庄文化会館】 

69-4600【新庄文化会館】 

69-3301 

48-2811【生涯学習課】 

12
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葛城市小・中学校合同音楽会 

【サーカスと歌おう】ハーモニーのワークショップ 

【サーカスコンサート】ハート・オブ・クラシックス 

新庄中学校音楽鑑賞会 

成人式 

関係者 

有　料 

有　料 

関係者 

関係者 

葛城市教育委員会 

葛城市 

葛城市 

葛城市立新庄中学校 

葛城市教育委員会 
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は休館日 休
館
日 

新庄文化会館 
當麻文化会館 

◎お問い合わせ　  新庄文化会館　169－4600　當麻文化会館　148－5000　☆主催者の都合により一部変更する場合がありますので、ご了承ください。 
　準備、リハーサル等での使用に関しては、本表に記載しておりません。詳細については、主催者にお問い合わせください。 

12月28日・1月4日：職員は出勤していますが、通常業務は行いません。 

 



休
館
日 

は整理休館日 

新庄図書館 
當麻図書館 

は休館日 

◎平成18年5月より當麻図書館の休館日が第1・3水曜日及び毎週木曜日になりました。 
◎お問い合わせ　  新庄図書館　169－4646　當麻図書館　148－6000
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図図
書書
館館
だだ
よよ
りり

書　　　 名 著　者　名　　　　 新庄図書館 當麻図書館
ペナック先生の愉快な読書法 ダニエル・ペナック ○ ○
宮家の時代 鹿島茂 ○
「捨てる」「片づける」で人生が楽になる 斎藤茂太 ○　　
働くみんなのモティベーション論 金井壽宏 ○
今日のジェネリック医薬品 水島裕 ○
あかちゃんのごきげんがよくなる12のわらべうたえほん 小林衛己子 ○ ○
実録特定郵便局長さん 円応正記 ○
地球に生きる フェルディナンド・プロッツマン ○
美酒楽酔飲めば天国 阿川弘之ほか ○
ファーザー・クリスマス Ｊ．Ｒ．Ｒ．トールキン ○ ○
★みんなが知りたい！「地図のすべて」がわかる本 カルチャーランド ○
★ツキノワグマ 宮崎学 ○ ○
★東大生が書いた「国語」のことを感動的に好きになる本 長谷川裕 ○
★カミさま全員集合！ 山本孝 ○
★いいからいいから 長谷川義史 ○ ○
★おばあちゃんのちょうちょ ジゼル・ポター ○ ○
★うちゅういちのタコさんた 北川チハル ○
★名なしのこねこ とりごえまり ○
★教室の祭り 草野たき ○
★孤島のドラゴン レベッカ・ラップ ○

1 21 2 月 の 新 着 図月 の 新 着 図 書書 ★印…児童書

《《
催催
しし
もも
のの
ごご
案案
内内
》》

〔〔
映映
画画
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

日
時：

12
月
9
日(

土)

午
前
10
時
〜

場
所：

新
庄
図
書
館
AV
ル
ー
ム

『
私
の
あ
し
な
が
お
じ
さ
ん
』

★
新
庄
図
書
館

日
時：

12
月
16
日(

土)

午
前
10
時
〜

場
所：

新
庄
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

『
ク
リ
ス
マ
ス
お
た
の
し
み
会
』

人
形
劇
・
紙
芝
居
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ーなど

〔〔
おお
はは
なな
しし
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

★
當
麻
図
書
館

日
時：

12
月
17
日(

日)

午
後
1
時
30
分
〜

場
所：

當
麻
図
書
館
２
階
お
は
な
し
の
へ
や
　

《
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

絵
　
本
…
パ
ン
や
の
く
ま
さ
ん

お
　
話
…
小
さ
い
も
み
の
木
の
ね
が
い

パ
ネ
ル
…
ね
こ
の
お
医
者
さ
ん

《
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

絵
　
本
…
ね
ぼ
す
け
ス
ー
ザ
の
セ
ー
タ
ー

お
　
話
…
久
米
の
仙
人

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
部
屋
に
入
れ
ま
せ
ん
。

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

クリスマスの木
ジュリー・サラモン／著
ジル・ウェーバー／画

中野恵津子／訳

クリスマスのまえのばん
クレメント・Ｃ・ムア／詩
タシャ=チューダー／画
なかむらたえこ／訳

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
す
る
木
を
手
に
入

れ
よ
う
と
交
渉
に
出
か
け
た
男
が
出
会
っ
た

の
は
、
五
十
は
と
う
に
過
ぎ
て
い
そ
う
な
、

し
か
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
あ
ふ
れ
、
き
ら
き
ら

輝
く
瞳
を
も
つ
シ
ス
タ
ー
・
ア
ン
ソ
ニ
ー
だ

っ
た
。
シ
ス
タ
ー
・
ア
ン
ソ
ニ
ー
の
唯
一
無

二
の
親
友
で
あ
る
一
本
の
木
を
き
っ
か
け
に
、

深
い
友
情
で
結
ば
れ
る
二
人
。
寒
い
夜
、
心

暖
ま
る
大
人
の
友
情
は
い
か
が
で
す
か
。

1
8
2
2
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
前
日
の
午

後
、
冷
え
切
っ
た
身
体
を
炉
で
温
め
な
が
ら
、

ク
リ
ス
マ
ス
前
の
ざ
わ
め
き
に
胸
を
は
ず
ま

せ
、
さ
ら
さ
ら
と
書
い
た
詩
が
、
こ
の
「
ク

リ
ス
マ
ス
の
ま
え
の
ば
ん
」
で
す
。

当
初
ム
ア
は
世
間
に
発
表
す
る
つ
も
り
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
友
人
の
一
人
が
新

聞
に
投
稿
し
、
世
界
中
で
知
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
訳
さ
れ
る
言
葉
と
与
え
ら
れ

る
絵
の
違
い
を
、
読
み
比
べ
て
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

【
市
立
図
書
館
か
ら

年
末
特
別
貸
出
の
お
知
ら
せ
】

市
立
図
書
館
で
は
年
末
年
始
の
長
期
休
館
に
さ

き
が
け
、
12
月
9
日
（
土
）
か
ら
年
内
に
か
け
て
、

特
別
貸
出
を
致
し
ま
す
。
お
一
人
10
冊
、
返
却
期

日
は
年
明
け
1
月
8
日
（
祝
・
月
）
で
す
。

こ
の
機
会
を
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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増増
改改
築築
相相
談談

▼
日
　
時：

12
月
3
日(

日)

・
1
月
7
日(

日)

午
前
9
時
〜
正
午

▼
場
　
所：

當
麻
文
化
会
館
団
体
交
流
室

▼
連
絡
先：

1
（
48
）
4
4
1
7

▼
日
　
時：

12
月
16
日(

土)

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

▼
場
　
所：

中
央
公
民
館
会
議
室

▼
連
絡
先：

1
（
69
）
2
8
7
7

◎
詳
し
く
は
、
右
記
連
絡
先
ま
た
は
都
市

計
画
課
ま
で
。

歴歴
史史
博博
物物
館館
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ

【【
講講
演演
会会
】】

葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
（
第
9
回
）

「
だ
ま
さ
れ
た
！

庄
屋
利
助
さ
ん
は
、
毎
日
が
大
忙
し
」

▼
日
　
時：

12
月
9
日
（
土
）

午
後
2
時
か
ら

▼
講
　
師：

田
中
　
慶
治
（
同
館
学
芸
員
）

▼
会
　
場：

歴
史
博
物
館
2
階

「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
」

▼
定
　
員：

1
0
0
名
程
度

▼
申
　
込：

電
話
ま
た
は
、

直
接
窓
口
に
て
受
付

◎
詳
し
く
は
、
歴
史
博
物
館

1
（
64)

1
4
1
4
ま
で
。

税税
のの
納納
期期

12
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
第
6
期
分

の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
12
月
25
日(

月)

で
す
。

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限

の
日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
預
貯

金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
税
務
課
・
収
納
課
）

工工
業業
統統
計計
調調
査査

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ
。

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

平
成
18
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31
日

現
在
で
実
施
し
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
本
年
12

月
か
ら
来
年
1
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
い
た
だ
い
た
内

容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
経
済
産
業
省
・
奈
良
県
・
葛
城
市
）

犬犬
のの
捕捕
獲獲
及及
びび
犬犬
猫猫
のの
引引
きき
取取
りり

のの
休休
止止
のの
おお
知知
らら
せせ

左
記
の
期
間
中
、
犬
の
捕
獲
お
よ
び
犬

猫
の
引
き
取
り
業
務
を
休
止
し
ま
す
。

◆
捕
獲
業
務
休
止
期
間

12
月
22
日
（
金)

〜
1
月
5
日
（
金
）

◆
引
取
り
業
務
休
止
期
間

12
月
20
日
（
水)
〜
1
月
8
日
（
月
）

◎
詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で
。

ふふ
れれ
ああ
いい
凧凧
作作
りり

〜
子
育
て
支
援
（
お
楽
し
み
土
曜
日)

〜

小
学
校
低
学
年
ま
で
の
親
子
を
対
象
に

ふ
れ
あ
い
凧
作
り
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
、
左
記
の
と
お
り
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時：

12
月
16
日(

土)

午
前
10
時
〜
正
午

▼
申
込
及
び
開
催
場
所：

磐
城
児
童
館
　
1
（
48
）
3
6
7
0

▼
申
込
締
切：

12
月
9
日(

土)

午
後
5
時
ま
で

◎
詳
し
く
は
、
児
童
福
祉
課
ま
で
。

戦戦
傷傷
病病
者者
等等
のの
妻妻
にに
対対
すす
るる

特特
別別
給給
付付
金金
がが
支支
給給
ささ
れれ
まま
すす

「
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
」
が
、
平
成
18
年
10
月
1
日
に
増
加

恩
給
、
傷
病
年
金
、
特
例
傷
病
恩
給
、
障

害
年
金
等
を
受
け
て
い
る
戦
傷
病
者
ま
た

は
平
成
13
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
15
年
4

月
1
日
の
間
、
新
た
に
増
加
恩
給
等
の
受

給
権
を
得
た
戦
傷
病
者
の
妻
の
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
戦
傷
病
者
の
方
が
平
成
8
年
10

月
1
日
か
ら
平
成
15
年
3
月
31
日
ま
で
の

間
に
戦
傷
病
以
外
の
原
因
で
死
亡
さ
れ
た

場
合
、
妻
の
方
に
「
戦
傷
病
者
等
の
妻
に

対
す
る
特
別
給
付
金
」
が
特
例
支
給
さ
れ

ま
す
。
同
期
間
に
公
務
傷
病
、
勤
務
関
連

傷
病
で
死
亡
さ
れ
た
場
合
「
戦
没
者
の
妻

に
対
す
る
特
別
給
付
金
」
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

▼
請
求
期
限：

平
成
21
年
9
月
30
日

▼
請
求
先：

市
役
所
社
会
福
祉
課

◎
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
。

平平
成成
11 99
年年
度度

学学
童童
保保
育育
所所
入入
所所
者者
募募
集集

学
童
保
育
所
の
入
所
者
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

▼
入
所
資
格：

市
内
小
学
校
1
〜
4
年
生

の
児
童
及
び
幼
稚
園
児
（
但
し
、
磐

城
・
當
麻
幼
稚
園
児
に
つ
い
て
は
、
年

中
・
年
長
児
に
限
る
。）
で
、
昼
間
常
に

保
護
者
（
両
親
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る

か
た
）
が
労
働
な
ど
に
よ
り
家
に
い
な

い
た
め
、
保
育
で
き
な
い
家
庭
の
児
童
。

▼
入
所
期
間：

平
成
19
年
4
月
1
日
〜
平
成
20
年
3
月
31
日

☆
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
（
12
月
28
日

〜
1
月
4
日
）
及
び
、
そ
の
他
市
が
定

め
る
日
は
休
日
で
す
。

▼
開
設
時
間：

・
放
課
後
〜
午
後
6
時

・
学
校
休
業
日
（
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

は
、
午
前
9
時
〜
午
後
6
時
　

▼
受
付
期
間：

12
月
18
日(

月)
〜
12
月
22
日(

金
）

▼
申
込
方
法：

児
童
福
祉
課
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

左
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

△
新
庄
地
区：

児
童
福
祉
課

△
當
麻
地
区：

磐
城
・
當
麻
校
区
児
童
館
　

ま
た
は
、
児
童
福
祉
課

▼
そ
の
他：

今
年
度
に
入
所
し
て
い
る
児

童
で
、
来
年
度
も
引
き
続
き
入
所
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
改
め
て
入
所
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
児
童
福
祉
課
ま
で
。
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消消
費費
生生
活活
相相
談談

「
架
空
請
求
や
振
り
込
め
詐
欺
」
な
ど

の
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
　
時：

12
月
11
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
　
所：

當
麻
庁
舎
市
民
相
談
室

▼
相
談
料：

無
料

◎
詳
し
く
は
、
農
林
商
工
課
ま
で
。

参参
加加
者者
募募
集集

葛葛
城城
市市
民民
駅駅
伝伝
・・
ママ
ララ
ソソ
ンン
大大
会会

▼
日
　
時：

平
成
19
年
1
月
14
日
（
日
）

▼
開
会
式：
午
前
8
時
30
分
〜

▼
集
合
場
所：
新
庄
中
学
校
運
動
場

▼
参
加
資
格：
市
内
在
住
・
在
勤
者

▼
参
加
料：

無
料

【
種
目
・
距
離
・
ス
タ
ー
ト
時
刻
】

◆
マ
ラ
ソ
ン
の
部

・
小
学
生
（
5
年
生
以
上
）
男
女
の
部
　
　

(

市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会
予
選
会)

・
み
ん
な
で
楽
し
く
走
ろ
う
の
部

《
2.5
km

午
前
9
時
出
発
予
定
》

・
中
学
生
男
女
の
部

・
一
般
男
女
の
部

《
5.0
km

午
前
9
時
30
分
出
発
予
定
》

※
参
加
申
込：

当
日
会
場
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
駅
伝
の
部

・
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、

一
般
の
部
、
地
区
の
部

《
5
区
間
14
・
6
km
午
前
10
時
30
分
出
発
予
定
》

▼
チ
ー
ム
編
成：

1
チ
ー
ム
6
名
（
内
補
欠
1
名
）

▼
参
加
申
込：

12
月
17
日
（
日
）
ま
で
に
左
記
へ

◎
詳
し
く
は
、
葛
城
市
當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

1
（
48
）
6
6
0
0

ま
た
は
、
葛
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
（
69
）
6
9
6
1

ま
で
。

国国
民民
年年
金金
基基
金金
のの
おお
知知
らら
せせ

国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
!!

国
民
年
金
基
金
を
ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
に
プ
ラ
ス

し
て
加
入
で
き
る
、
積
立
型
の
公
的
な
年
金

で
す
。
し
か
も
、
メ
リ
ッ
ト
い
ろ
い
ろ
。

（
メ
リ
ッ
ト
1
）
ラ
ク：

月
々
の
掛
金
は
将

来
も
一
定
。

○
少
な
い
掛
金
で
も
は
じ
め
ら
れ
る
自

由
な
プ
ラ
ン
。

○
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
て
、
月
々

の
掛
金
を
口
数
単
位
で
自
由
に
増
減
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

（
メ
リ
ッ
ト
2
）
ト
ク：

所
得
控
除
で
税
金

が
有
利
。

○
掛
金
は
、
全
額
所
得
控
除
の
対
象
と

な
る
こ
と
に
よ
り
、
課
税
所
得
が
下
が

り
、
所
得
税
や
住
民
税
が
安
く
な
り
ま

す
。
他
の
個
人
年
金
が
５
万
円
ま
で
し

か
所
得
控
除
さ
れ
な
い
の
に
く
ら
べ
て

断
然
有
利
で
す
。

（
メ
リ
ッ
ト
3
）
ナ
ッ
ト
ク：

年
金
額
が
今

か
ら
わ
か
る
。

○
加
入
し
た
と
き
に
将
来
受
け
取
る
年

金
額
が
確
定
し
ま
す
。（
途
中
で
資
格
喪

失
せ
ず
完
納
し
た
場
合
）

▼
加
入
で
き
る
人

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る
60

歳
未
満
の
第
1
号
被
保
険
者

※
国
民
年
金
の
保
険
料
を
免
除
等
さ
れ
て

い
る
人
は
、
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

◎
詳
し
く
は
、
奈
良
県
国
民
年
金
基
金

1

0
1
2
0(

65)

4
1
9
2

http://w
w
w
.nara-kikin.or.jp/

ま
で
。

住住
宅宅
用用
地地
のの
申申
告告
をを

おお
願願
いい
しし
まま
すす

固
定
資
産
税
の
住
宅
用
地
の
特
例
を
正

し
く
適
用
す
る
た
め
に
、
家
屋
の
新
築
や

取
り
壊
し
な
ど
の
利
用
状
況
の
変
更
が
あ

っ
た
場
合
は
、「
固
定
資
産
税
住
宅
用
地
申

告
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
告
が
必
要
な
場
合：

お
も
な
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
　
専
用
住
宅
（
専
ら
人
の
居
住
の
用
に

供
す
る
家
屋
）、
ま
た
は
併
用
住
宅
（
そ

の
一
部
を
人
の
居
住
の
用
に
供
し
、
居

住
部
分
の
床
面
積
が
当
該
家
屋
の
全
面

積
に
対
す
る
割
合
が
4
分
の
1
以
上
で

あ
る
も
の
）
を
新
築
し
た
場
合
（
同
じ

場
所
で
の
建
て
替
え
を
除
く
）。

②
　
専
用
住
宅
を
、
併
用
住
宅
ま
た
は
、

工
場
・
店
舗
・
倉
庫
な
ど
の
非
住
宅
に

利
用
変
更
し
た
場
合
。

③
　
専
用
住
宅
ま
た
は
、
併
用
住
宅
の
家

屋
を
取
り
壊
し
、
住
宅
用
地
か
ら
空
き

地
や
駐
車
場
な
ど
に
、
利
用
変
更
し
た

場
合
。

④
　
併
用
住
宅
ま
た
は
、
工
場
・
店
舗
・

倉
庫
な
ど
の
非
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム
等

に
よ
り
、
専
用
住
宅
と
し
て
利
用
変
更

し
た
場
合
。

▼
申
告
時
期：

利
用
状
況
の
変
更
が
あ
っ

た
翌
年
の
1
月
31
日
ま
で

▼
申
告
場
所：

税
務
課

◎
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で
。

放放
送送
大大
学学
教教
養養
学学
部部
・・
大大
学学
院院

学
生
募
集
平
成

19
年
度
第

1
学
期(

4
月
入
学)

放
送
大
学
は
、
生
涯
学
習
機
関
の
一
つ

と
し
て
広
く
社
会
人
に
開
か
れ
た
正
規
の

大
学
で
す
。
授
業
科
目
は
、
約
3
6
0

（
学
部
・
大
学
院
）
科
目
か
ら
自
由
に
選
択

で
き
、
1
科
目
だ
け
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
学
習
方
法
は
、
自
宅
で
CS
放
送

や
C
A
T
V
を
利
用
し
て
学
習
で
き
ま
す
。

ま
た
、
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の
ビ
デ
オ
・
音

声
テ
ー
プ
に
よ
る
学
習
並
び
に
テ
ー
プ
貸

出
も
可
能
で
す
。

大
学
院
学
生
も
募
集
し
ま
す
。

◎
募
集
す
る
学
生：

▼
学
　
部
（
入
学
試
験
は
あ
り
ま
ん
）

・
全
科
履
修
生
…
満
18
歳
以
上
、
4
年
以
上
在
学

・
選
科
履
修
生
…
満
15
歳
以
上
、
1
年
在
学

・
科
目
履
修
生
…
満
15
歳
以
上
、
半
年
在
学

▼
大
学
院
（
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
）

﹇
上
位
（
専
修
）
免
許
取
得
に
利
用
可
﹈

・
修
士
選
科
生
…
満
18
歳
以
上
、
１
年
在
学

・
修
士
科
目
生
…
満
18
歳
以
上
、
半
年
在
学

◎
出
願
方
法：

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
12
月
15
日
（
金
）
か
ら
平
成
19
年
２

月
15
日
（
木
）（
必
着
）
ま
で
に
同
大
学
本

部
（
千
葉
市)

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
6
3
0-

8
5
8
9

奈
良
市
北
魚
屋
東
町

（
奈
良
女
子
大
学
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
3
階
）

1
0
7
4
2
（
20
）
7
8
7
0

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
出
願
も
で
き
ま
す

http://w
w
w
.u-air.ac.jp

◎
平
成
18
年
4
月
1
日
よ
り
奈
良
女
子
大

学
に
移
転
し
ま
し
た
。
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◆人口　３５，８４６人　◆世帯数　１２，２５７戸 

◆男　１７，２６６人　◆女１８，５８０人　 

　　　　　　　　　　　　 ２００６年１１月１日現在 

12月   December

●日時　12月 7日（木）第1木曜日
午前9時～正午

場所　當麻文化会館
申込　不要（先着順）

●日時　12月14日（木）第2木曜日
午前9時～正午

場所　葛城市役所（新庄庁舎）
申込　不要（先着順）

●日時　12月21日（木）第3木曜日
午前9時～正午

場所　忍海集会所
申込　不要（先着順）

お問い合わせ／人権政策課・総務財政課・社会福祉協議会
1 69-3001

●日時　12月21日（木）第3木曜日
午後1時～4時

場所　葛城市役所（新庄庁舎）

●日時　12月25日（月）第4月曜日
午後1時～4時

場所　當麻文化会館

◎申込　相談（20分）は予約制になっていますので、
秘書課までお申し込みください。

お問い合わせ／秘書課　1 69-3001

●中和法律センタ－
【本　　所】
日時　毎週火曜日・金曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　大和高田市大中106-2

経済会館4階
【香芝支所】
日時　第1水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　香芝市本町1397

香芝市役所
【橿原支所】
日時　第2・3水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　橿原市八木町1-1-18

橿原市役所北館1階
【王寺支所】
日時　第4水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　王寺町久度2-2-1-501

地域交流センター
◎申込　相談は予約面談制（30分）

必ず電話で事前予約してください。
（124-5403）
相談日の1週間前の同じ曜日午前9時30分
から先着順にて受け付けます。
（祝日の場合は原則その前日より）

◎対象者　葛城市、大和高田市、橿原市、御所市、
香芝市、桜井市、宇陀市、北葛城郡、
高市郡、磯城郡、宇陀郡、東吉野村に
お住まいの方


